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決算規模は、 千円となり、前年度比 ％となった。
実質収支は黒字だが、単年度収支及び実質単年度収支は赤字となった。

歳入合計では、前年度と比較して 千円（ ％）の増となった。主な要因としては、繰越事業
の完成による地方債借入額の増額があげられる。

目的別歳出
目的別歳出の主な内訳は、総務費 ％、民生費 ％、衛生費 ％、農林水産業費 ％、土木費
％、商工費 ％、消防費 ％、教育費 ％、公債費 ％となっている。
また、主な増減としては、総務費が 千円（ ％）衛生費 円（ ％）、教育費
千円（ ％）、土木費が 千円（ ％）、農林水産業費 千円（ ％）となった。
性質別歳出
義務的経費では、退職者不補充により人件費が 千円（ ％）となった。
投資的経費は、地域情報通信基盤施設整備等により 千円（ ％）の増となった。

繰上償還分（ 千円）の金額については、歳入（借換債）、歳出から除いている。
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